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NY マーケットレポート（2019 年 7 月 2 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく、積極的な売買がやや手控えられる中、貿易問題の長期化

で経済成長見通しが悪化するとの懸念に加え、米国の利下げ観測を背景に、ドルは主要通貨に対して軟調な

動きとなった。その後、ペンス米副大統領が緊急事態のためにイベントをキャンセルしてホワイトハウスに

戻ったとの報道を受けてリスク回避の思惑が強まり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。ただ、緊急

事態ではなかったとされ、下げは一服した。 

 

ナスダックは5営業日続伸、S&Pは 2日連続で過去最高値を更新 

米株式市場は、米政府が、対 EU の報復関税の対象拡大を検討しているとの報道を受けて、主要株価は上値の

重い動きとなった。その後、ECB 総裁候補に金融緩和を支持してきたラガルド IMF 専務理事を指名したこと

で、世界的に緩和的な金融環境が続くとの見方が広がり、米主要株価は底固い動きとなった。ダウ平均株価

は、序盤からやや上値の重い動きとなり、一時前日比 84 ドル安まで下落した。その後は堅調な動きが続き、

69 ドル高で終了となり、昨年 10/3 以来、約 9 ヵ月ぶりの高値となった。一方、ハイテク株中心のナスダッ

クは 17 ポイントで終了し、5営業日続伸となった。また、S&P500 は 4 営業日続伸となり、2日連続で過去最

高値を更新した。 

 

データを基に SBILM が作成 
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ドルは主要通貨に対して軟調な動き 

 

米国では 7/3 に ADP 民間雇用者数、7/5 に雇用統計の発表が予定されていることや、7/4 は独立記念日で休場

となることから、積極的な売買がやや手控えられる中、貿易問題の長期化で経済成長見通しが悪化するとの

懸念に加え、米国の利下げ観測を背景に、ドルは主要通貨に対して軟調な動きとなった。その後、ペンス米

副大統領が緊急事態のためにイベントをキャンセルしてホワイトハウスに戻ったとの報道や、プーチン・ロ

シア大統領が国防相と緊急会談をしたとの報道を受けて、リスク回避の思惑が強まり、ドル円・クロス円は

軟調な動きとなった。どちらもリスクを意識する問題ではなかったものの、終盤まで上値の重い動きが続い

た。一方、英建設業 PMI が 2009 年 4 月以来約 10 年ぶりの低水準に落ち込んだことや、カーニー英中銀総裁

の発言を受けて、ポンドは軟調な動きが続いた。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

◇ロシアルーブル 
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昨日 2日のルーブルは 63.32 ルーブル、対円では 1.7070 円と対ドル、対円で下落した。月末の税金支払いに

伴う輸出企業によるルーブル買いが一服する中、米通商代表部から対 EU 報復関税など貿易問題への警戒が再

燃、英中銀カーニー総裁の貿易問題を巡る世界経済の下振れリスクへの発言もルーブルの重石につながった。 

 

ドル建のロシア RTS 株価指数は 3.38Pts 安の 1398.26Pts と下落した一方、MOEX 指数は史上最高値を更新し

2809.81Pts (8.34Pts 高）で取引を終えた。米通商代表部が対 EU 報復関税の対象拡大を発表、貿易問題へ

の警戒感が再燃したことも重石になった。 

 

◇ブラジルレアル 

昨晩２日のレアルは 1 ドル=3.8537 レアル、対円で 27.989 円と対ドル、対円で続落した。引き続き年金改革

法案を巡る不透明感に加え、昨晩発表の 5 月鉱工業生産が前月比低下、されにブラジル中銀総裁の景気下振

れ懸念への言及もレアルの重石となった。一方、米中通商交渉の長期化懸念を背景にしたドル売りや欧米の

緩和政策などを背景にした新興国への資本流入観測が下値支援となった。 

 

ボベスパ指数は 734.51ts 安の 100,605.17Pts と 5 日ぶりに反落して取引を終了した。年金改革法案を巡る不

透明感に加え、高値警戒感からの利益確定売り、さらには鉱工業生産の前月比低下も嫌気された。さらにブ

ラジル中銀総裁の景気下振れ懸念への発言や原油価格の下落も株式市場の重石となった。 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


